
﹇
略
歴
・
画
歴
﹈ 

　
一
九
三
六
年
生
ま
れ
。 

　
原
在
住
。
ダ
リ
等
に
代
表
さ
　

　
れ
る
超
現
実
主
義
の
正
統
的 

　
な
継
承
画
家
。 

 

●
一
九
八
四
年
　
伊
豆
美
術
祭
　

　
池
田
二
十
世
紀
美
術
館
賞
。 

●
一
九
九
四
年
　
フ
ィ
ン
ラ
ン 

　
ド
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
駅
構
内
大 

　
個
展
。 

●
二
〇
〇
〇
年 

　
ル
ー
ブ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ア
カ
デ 

　
ミ
ー
・
国
際
芸
術
大
賞
。 

●
二
〇
〇
一
年
　
オ
ー
ス
ト
リ
　

　
ア
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
・
宮
廷 

　
芸
術
会
員
。 

●
二
〇
〇
三
年 

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
芸
術
大
賞
。 

●
二
〇
〇
四
年 

　
「
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
」
世
界
　

　
芸
術
遺
産
認
定
。 

●
二
〇
〇
六
年 

   

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ン
・
レ
イ 

   

ン
大
勲
章
。 

●
二
〇
〇
七
年 

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
　

　
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
ベ
ル
　 

　
リ
ン
・
日
独
芸
術
交
流
大
賞
。 

●
二
〇
〇
八
年 

　
日
印
芸
術
幻
想
伝
・
栄
冠
大
賞
。 

●
二
〇
〇
八
年 

　
日
仏
交
流
一
五
〇
周
年
記
念
　

　
パ
リ
・
エ
リ
ゼ
宮
殿
推
薦 

　
作
家
・
金
杯
。 

●
二
〇
〇
九
年
　
ビ
ブ
ロ
ス
ト
誌 

　
国
際
芸
術
家
大
賞
。 

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
受
賞
多
数 

　
昭
和
三
十
五
年
に
誕
生
し
た
旧
 

原
町
商
工
会
・
旧
戸
田
村
商
工
会
 

が
変
遷
を
経
て
、
沼
津
市
商
工
会
 

と
な
り
本
年
五
十
年
の
節
目
を
迎
 

え
ま
す
。
半
世
紀
に
渡
っ
て
地
元
 

経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
 

　
昭
和
三
十
五
年
と
言
え
ば
、
池
 

田
内
閣
が
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
 

」
を
打
ち
出
し
日
本
が
高
度
経
済

成
長
へ
の
道
を
歩
み
出
し
、
そ
の

後
驚
異
的
に
成
長
し
た
出
発
点
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
済
成
長
と

と
も
に
全
国
各
地
に
、
相
次
い
で

商
工
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
社
会
の
「
空
気
」
に
合
わ
せ
て
 

走
っ
て
い
れ
ば
、
み
ん
な
が
豊
か
 

に
な
れ
た
時
代
か
ら
、
二
十
一
世
 

紀
に
入
り
、
成
長
が
な
か
な
か
困
 

難
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
少
子
 

高
齢
化
と
経
済
が
低
迷
す
る
半
世
 

紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
。
今
一
度
 

「
地
域
活
性
化
の
大
き
な
源
泉
は
、
 

地
元
企
業
の
元
気
」
と
捉
え
る
事
 

が
必
要
で
す
。
下
半
期
に
目
白
押
 

し
の
沼
津
市
商
工
会
五
十
周
年
記
 

念
行
事
を
商
工
会
全
体
で
盛
り
上
 

げ
て
い
き
た
い
。
　
　
　
Ｔ
・
Ｍ
 

　
十
一
月
三
日
文
化
の
日
、
第
二

回
ふ
る
さ
と
産
業
祭
が
原
地
区
セ

ン
タ
ー
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
ふ
る
さ
と
産
業
祭
は
、
地
域

の
皆
様
に
地
元
の
商
工
業
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会

と
す
る
た
め
、
物
産
の
展
示
及
び

即
売
、
会
員
企
業
の
紹
介
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。
 

　
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
十
時

の
J
A
原
産
直
市
を
ス
タ
ー
ト
に
、

十
一
時
か
ら
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
綿
菓
子
の
実
演
を
行

な
い
ま
す
が
小
学
生
ま
で
無
料
で

す
。
昨
年
大
好
評
で
し
た
落
花
生

の
シ
ャ
ベ
ル
す
く
い
も
行
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
 

　
展
示
即
売
部
門
で
は
、
原
浮
島

地
域
の
物
産
展
示
と
即
売
、
戸
田

の
海
産
物
の
直
売
、
工
業
製
品
の

展
示
、
耐
震
相
談
等
多
彩
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
沼
津
市
商
工
会
五
十

周
年
の
記
念
植
樹
も
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
J
R
の
さ
わ
や
か
ウ

ォ
ー
ク
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
産
業
祭
は
沼
津
市
、

原
・
浮
島
連
合
自
治
会
等
の
後
援

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
御

誘
い
合
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。
 

　
十
月
十
九
日（
火
）か
ら
二
十
五
日（
月
）ま
で
の
 

七
日
間
、
松
坂
屋
静
岡
店
本
館
八
階
大
催
事
場
に
て
、
 

静
岡
県
商
工
会
連
合
会
主
催
の
「
ふ
じ
の
く
に
輝
く
 

名
産
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

 
商
工
会
法
施
行
五
〇
周
年
を
記

念
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
に
、
県
下
商
工
会
地
域
か
ら

八
〇
を
超
え
る
事
業
所
、
商
工
会

が
出
展
し
自
慢
の
逸
品
を
展
示
・

即
売
し
ま
す
。
 

人
気
で
品
薄
な
あ
の
商
品
も
！
 

 
沼
津
市
商
工
会
も
原
支
所
か
ら

お
茶
の
興
国

園
・
フ
ラ
ン

ド
ル
松
屋
が
、

戸
田
支
所
か

ら
お
く
だ
荘
 

・
へ
だ
ト
ロ

は
ん
ぺ
ん
の

実
演
・
へ
だ

た
ち
ば
な
酒
 

・
戸
田
塩
が

出
展
し
ま
す

の
で
、
静
岡

に
お
立
ち
寄

り
の
際
に
は

是
非
、
松
坂

屋
静
岡
店
の

八
階
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
 

い
。
 

経
営
指
導
員
だ
よ
り
 

第
二
回
ふ
る
さ
と
産
業
祭
 

商
工
会
法
施
行
五
〇
周
年
記
念
　
 

「
ふ
じ
の
く
に
輝
く
名
産
フ
ェ
ア
」
開
催
 

横
井
　
弼 

『
炎
暑
の
虫
』 

　
神
無
川
の
そ
ば
の
小
さ
な
岡
に

虫
達
が
元
気
に
生
き
延
び
て
い
た
 

　
　
虫
達
が
言
っ
た
。
 

「
い
や
は
や
、
今
年
の
夏
は
猛
暑
 

酷
暑
が
続
き
、
ロ
シ
ア
の
旱
魃
が

そ
の
ま
ゝ
西
か
ら
襲
っ
て
来
て
、

こ
の
日
本
に
到
来
し
た
様
な
感
じ

で
あ
っ
た
。
」
･
･
･
･
と
。
 

　
「
世
界
的
な
異
常
気
象
の
最
中
、

答
え
は
地
球
温
暖
化
と
言
う
決
ま

っ
た
常
用
漢
字
し
か
出
て
こ
な
い

ね
ェ
〜
」
と
も
言
っ
た
。
 

　
何
か
も
っ
と
不
訶
思
議
な
現
象

が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
。
 

　
旧
約
聖
書
の
預
言
書
の
数
々
、

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
解
読
の
第
一
人

者
＝
ヴ
ラ
イ
ク
・
イ
オ
ネ
ス
ク
氏

の
本
な
ど
を
読
み
、
絵
と
共
に
少

し
は
預
言
が
理
解
で
き
る
様
に
な

っ
た
。
　
　
し
か
し
、
絵
描
き
と

し
て
こ
ん
な
に
辛
い
作
業
は
本
当

に
疲
れ
る
。
 

　
　
「
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
も
誰
も

拾
っ
て
く
れ
な
い
ぞ
ォ
〜
」
と
キ

リ
ギ
リ
ス
が
言
っ
た
。
馬
追
い
は

何
を
追
い
払
お
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
･
･
･
･
 

ど
う
な
る
の
か
解
ら
な
い
時
代
に

ど
の
様
に
生
き
る
か
、
心
し
て
一

人
一
人
が
考
え
る
時
代
と
な
っ
た
。

　
　
云
々
。
 

10月の行事予定 

地
元
原
か
ら
、世
界
に
発
信
す
る 

　
超
現
実
主
義
の
画
家
を
紹
介 
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めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 
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法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

クラブ奉仕を通じて地域への貢献を 

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム 

五
〇
周
年
記
念
行
事
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　　    19日  「第2期坂本塾」開塾式・第1講 
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　 10月 3日  部田神社祭典 
　　 　  7日  業者検便（食品衛生協会） 
　  　 12日  戸田地域デザイン発表会 

か
ん
な
 

よ
こ
　
い
 

た
す
く
 

き
ぐ
 

ひ
で
り
 

さ
な
か
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去
る
九
月
九

日
、
郷
土
史
家

望
月
宏
充
氏
に

講
師
を
お
願
い

し
沼
津
市
商
工

会
設
立
五
十
周

年
記
念
文
化
講

演
会
と
し
て
「
 

原
・
浮
島
の
歴

史
と
文
化
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

　
地
元
の
原
・
浮
島
の
歴
史
・
文

化
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
よ
り

深
い
知
識
を
得
た
い
、
そ
ん
な
想

い
か
ら
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
 

　
浮
島
沼
の
形
成
で
は
、
一
万
年

以
上
前
に
は
愛
鷹
山
の
麓
ま
で
海

で
あ
り
富
士
川
・
狩
野
川
が
海
を

埋
め
立
て
砂
洲
を
作
り
始
め
、
五

千
年
前
位
に
は
砂
州
が
成
長
し
て

潟
湖
（
薄
い
浅
い
湖
）
を
形
成
、

そ
れ
が
川
か
ら
流
入
す
る
土
砂
に

よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
沼
沢
化
し
て

行
く
。
浮
島
潟
↓
浮
島
湖
↓
浮
島

沼
↓
浮
島
ヶ
原
と
変
遷
し
、
浮
島

ヶ
原
の
上
は
浮
島
、
下
は
原
と
今

の
地
名
に
繋
が
っ
て
行
く
。
 

　
鎌
倉
時
代
の
十
六
夜
日
記
に
登

場
す
る
原
仲
宿
。
江
戸
以
降
の
原

宿
の
形
成
や
特
徴
。
白
隠
禅
師
・

帯
笑
園
。
浮
島
の
源
頼
朝
・
阿
野

全
成
・
北
条
早
雲
と
歴
史
上
の
人

物
と
地
域
・
お
寺
・
城
と
の
係
わ

り
は
と
て
も
興
味
深
く
、
も
っ
と

じ
っ
く
り
聴
い
て
い
た
い
程
で
し

た
。
　
 

　
こ
の
地
は
昔
、
文
化
水
準
が
高

く
・
心
も
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ふ
る
さ

と
の
歴
史
と
文
化
を
集
約
し
て
い

た
だ
き
、
こ
う
し
た
講
演
は
形
を

変
え
て
も
回
を
重
ね
、
見
識
を
深

め
る
だ
け
で
な
く
後
世
に
伝
え
て

い
く
べ
き
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

望
月
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

原
支
所
女
性
部
長

杉
原

勢
津
子
 

　
第
三
十
三
回
原
・
浮
島
ふ
る
さ
 

と
夏
ま
つ
り
反
省
会
が
八
月
二
十
 

三
日
に
開
催
さ
れ
、
今
後
の
課
題
 

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
 

　
住
民
や
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
 

た
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
 

・
毎
年
花
火
の
打
ち
上
げ
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
は
大
勢
い
る
の

で
、
予
算
の
関
係
は
あ
る
が
花
火

は
必
ず
実
施
し
て
欲
し
い
。
 

・
本
部
・
受
付
と
救
護
所
・
給
水
 

所
は
併
設
が
望
ま
し
い
。
 

・
原
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
の
通
路
 

を
よ
り
安
全
に
で
き
な
い
か
。
 

・
地
区
セ
ン
タ
ー
前
の
南
北
の
道
 

路
を
通
行
止
に
で
き
な
い
か
。
 

・
役
員
は
ネ
ー
ム
・
腕
章
・
帽
子
 

な
ど
着
用
し
た
方
が
い
い
の
で
は
。
 

・
大
学
生
が
順
次
減
っ
て
き
て
い
 

な
く
な
る
の
で
そ
の
時
の
対
応
を
 

現
時
点
か
ら
考
慮
し
た
い
。
 

・
こ
の
原
・
浮
島
夏
ま
つ
り
を
当
 

地
区
の
最
大
行
事
と
し
て
地
域
の
 

特
色
を
更
に
生
か
し
な
が
ら
維
持
 

発
展
で
き
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。
 

・
大
学
生
、
高
校
生
、
中
学
生
の
 

手
伝
っ
た
人
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
参
加
証
を
発
行
し
て
欲
し
い
。
 

　
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
 

意
見
を
改
革
委
員
会
に
て
協
議
し
 

、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め
 

る
よ
う
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
 

え
て
お
り
ま
す
。
 

　
本
年
度
実
施
し
て
い
る
、
全
国
 

展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
原
支
 

所
は
特
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
 

す
。
テ
ー
マ
を
「
地
元
茶
資
源
を
 

利
用
し
た
特
産
品
の
開
発
」
と
し
 

て
、
地
元
愛
鷹
茶
（
沼
津
茶
）
の

認
知
度
を
高
め
新
し
い
特
産
品
の

開
発
や
新
た
な
販
路
の
開
拓
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
開
発
に
は
、
茶
生
産
者
、
製
造
 

業
者
、
商
業
者
、
関
係
行
政
（
静
 

岡
県
・
沼
津
市
）
、
南
駿
農
業
協
 

同
組
合
、
商
工
会
役
職
員
の
ほ
か
 

、
茶
専
門
家
、
地
域
づ
く
り
ア
ド
 

バ
イ
ザ
ー
等
の
幅
広
い
参
画
を
得
 

て
、
素
材
で
あ
る
茶
の
調
査
、
開
 

発
分
野
の
絞
り
込
み
、
商
品
開
発
 

、
商
品
の
販
路
や
利
活
用
の
検
討
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
一
回
部
 

会
は
八
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
 

ら
、
な
ん
と
か
製
品
化
を
め
ざ
し
 

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意
 

見
ご
要
望
等
商
工
会
へ
お
寄
せ
下
 

さ
い
。
　
　
 

講師 望月氏と熱心な聴講者 講師 望月氏と熱心な聴講者 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

特
産
品
開
発
部
会
の
開
催 

夏
ま
つ
り
反
省
会 

日
時
　
十
月
十
二
日
（
火
）
 

　
　
　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分
 

会
場
　
沼
津
市
商
工
会
戸
田
支
所
 

発
表
者
　
 

　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
卒
業
生
 

　
　
　
 
 
武
下
 
公
美
 
さ
ん
 

助
言
者
 

　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
教
授
 

　
　
 
　
　
卯
月
　
盛
夫
　
先
生
 

主
催
　
沼
津
市
商
工
会
 

 　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
で
都
市

デ
ザ
イ
ン
や
建
築
を
学
ん
だ
女
子

学
生
が
、
戸
田
の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
了
さ
れ
、
卒
業
設
計
の
課
題
と

し
て
戸
田
の
将
来
の
姿
を
描
き
ま

し
た
。
 

　
戸
田
独
自
の
価
値
や
地
域
の
課

題
を
ふ
ま
え
、
景
観
や
観
光
に
夢

を
盛
り
込
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
提

案
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の

住
民
の
方
に
聴
い
て
頂
き
た
い
。
 
 

 

　
十
一
月
七
日
（
日
）
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
、
第
六
回
戸

田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
（
産
業
祭
）

が
御
浜
岬
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
地
域
住
民
と
観
光
客
の
交
流
、

地
場
産
業
の
振
興
を
目
的
に
毎
年

十
一
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
 

　
主
催
は
、
農
協
、
漁
協
、
観
光

協
会
、
商
工
会
等
で
組
織
す
る
実

行
委
員
会
（
委
員
長
　
尾
鷲
綱
三

事
務
局
　
沼
津
市
商
工
会
）
で
す
。

当
日
は
旧
友
好
市
町
村
の
戸
田
市
、

原
村
、
忍
野
村
、
旧
四
村
交
流
の

龍
山
、
豊
岡
、
賀
茂
の
地
場
産
品

の
販
売
、
地
区
内
か
ら
も
多
数
出

店
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
と
し

て
、
「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」
「
み

し
ま
コ
ロ
ッ
ケ
」
「
す
そ
の
水
ギ

ョ
ー
ザ
」
の
特
別
出
店
が
あ
り
ま

す
。
へ
だ
港
は
ん
ぺ
ん
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
」
も
お
披
露
目
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
当
日
は
沼
津
市
主
催
に

よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開

催
中
の
御
浜
岬
を
目
指
し
自
然
に

や
さ
し
い
ド
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。
 

　
会
場
隣
接
の
駐
車
場
は
台
数
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
満
車
の

場
合
は
臨
時
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
及
び
渡
船
を
運
航
し
ま
す
。
 

　
平
成
二
十
二
年

十
月
十
五
日
か
ら

十
二
月
二
十
五
日

（
土
日
を
含
む
）

の
期
間
中
、
沼
津

市
民
が
戸
田
へ
お

泊
り
に
来
た
場
合
、

商
工
会
共
通
商
品

券
を
贈
呈
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
宿
泊
代

の
支
払
い
に
も
使

用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
大
人
の

み
で
他
の
割
引
プ
ラ
ン
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

旅
館
　
一
人
二
千
円
　
 

民
宿
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
一
人
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
大
人
の
み
）
 

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
際
、
運
転
免
許

証
等
で
住
所
の
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

提
携
宿
泊
施
設
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

チ
ラ
シ
に
掲
載
し
致
し
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
戸
田
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
 

　
ま
た
、
同
時
企
画
と
し
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
沼
津
市
民
は

片
道
千
五
百
円
で
、
ホ
ワ
イ
ト
マ

リ
ン
2
に
ご
乗
船
出
来
ま
す
。
 

（
但
し
、
大
人
の
み
）
 

お
問
い
合
せ
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支
所
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イ
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第
六
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田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
 

Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
同
時
開
催
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去
る
九
月
九

日
、
郷
土
史
家

望
月
宏
充
氏
に

講
師
を
お
願
い

し
沼
津
市
商
工

会
設
立
五
十
周

年
記
念
文
化
講

演
会
と
し
て
「
 

原
・
浮
島
の
歴

史
と
文
化
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

　
地
元
の
原
・
浮
島
の
歴
史
・
文

化
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
よ
り

深
い
知
識
を
得
た
い
、
そ
ん
な
想

い
か
ら
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
 

　
浮
島
沼
の
形
成
で
は
、
一
万
年

以
上
前
に
は
愛
鷹
山
の
麓
ま
で
海

で
あ
り
富
士
川
・
狩
野
川
が
海
を

埋
め
立
て
砂
洲
を
作
り
始
め
、
五

千
年
前
位
に
は
砂
州
が
成
長
し
て

潟
湖
（
薄
い
浅
い
湖
）
を
形
成
、

そ
れ
が
川
か
ら
流
入
す
る
土
砂
に

よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
沼
沢
化
し
て

行
く
。
浮
島
潟
↓
浮
島
湖
↓
浮
島

沼
↓
浮
島
ヶ
原
と
変
遷
し
、
浮
島

ヶ
原
の
上
は
浮
島
、
下
は
原
と
今

の
地
名
に
繋
が
っ
て
行
く
。
 

　
鎌
倉
時
代
の
十
六
夜
日
記
に
登

場
す
る
原
仲
宿
。
江
戸
以
降
の
原

宿
の
形
成
や
特
徴
。
白
隠
禅
師
・

帯
笑
園
。
浮
島
の
源
頼
朝
・
阿
野

全
成
・
北
条
早
雲
と
歴
史
上
の
人

物
と
地
域
・
お
寺
・
城
と
の
係
わ

り
は
と
て
も
興
味
深
く
、
も
っ
と

じ
っ
く
り
聴
い
て
い
た
い
程
で
し

た
。
　
 

　
こ
の
地
は
昔
、
文
化
水
準
が
高

く
・
心
も
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ふ
る
さ

と
の
歴
史
と
文
化
を
集
約
し
て
い

た
だ
き
、
こ
う
し
た
講
演
は
形
を

変
え
て
も
回
を
重
ね
、
見
識
を
深

め
る
だ
け
で
な
く
後
世
に
伝
え
て

い
く
べ
き
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

望
月
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

原
支
所
女
性
部
長

杉
原

勢
津
子
 

　
第
三
十
三
回
原
・
浮
島
ふ
る
さ
 

と
夏
ま
つ
り
反
省
会
が
八
月
二
十
 

三
日
に
開
催
さ
れ
、
今
後
の
課
題
 

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
 

　
住
民
や
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
 

た
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
 

・
毎
年
花
火
の
打
ち
上
げ
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
は
大
勢
い
る
の

で
、
予
算
の
関
係
は
あ
る
が
花
火

は
必
ず
実
施
し
て
欲
し
い
。
 

・
本
部
・
受
付
と
救
護
所
・
給
水
 

所
は
併
設
が
望
ま
し
い
。
 

・
原
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
の
通
路
 

を
よ
り
安
全
に
で
き
な
い
か
。
 

・
地
区
セ
ン
タ
ー
前
の
南
北
の
道
 

路
を
通
行
止
に
で
き
な
い
か
。
 

・
役
員
は
ネ
ー
ム
・
腕
章
・
帽
子
 

な
ど
着
用
し
た
方
が
い
い
の
で
は
。
 

・
大
学
生
が
順
次
減
っ
て
き
て
い
 

な
く
な
る
の
で
そ
の
時
の
対
応
を
 

現
時
点
か
ら
考
慮
し
た
い
。
 

・
こ
の
原
・
浮
島
夏
ま
つ
り
を
当
 

地
区
の
最
大
行
事
と
し
て
地
域
の
 

特
色
を
更
に
生
か
し
な
が
ら
維
持
 

発
展
で
き
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。
 

・
大
学
生
、
高
校
生
、
中
学
生
の
 

手
伝
っ
た
人
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
参
加
証
を
発
行
し
て
欲
し
い
。
 

　
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
 

意
見
を
改
革
委
員
会
に
て
協
議
し
 

、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め
 

る
よ
う
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
 

え
て
お
り
ま
す
。
 

　
本
年
度
実
施
し
て
い
る
、
全
国
 

展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
原
支
 

所
は
特
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
 

す
。
テ
ー
マ
を
「
地
元
茶
資
源
を
 

利
用
し
た
特
産
品
の
開
発
」
と
し
 

て
、
地
元
愛
鷹
茶
（
沼
津
茶
）
の

認
知
度
を
高
め
新
し
い
特
産
品
の

開
発
や
新
た
な
販
路
の
開
拓
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
開
発
に
は
、
茶
生
産
者
、
製
造
 

業
者
、
商
業
者
、
関
係
行
政
（
静
 

岡
県
・
沼
津
市
）
、
南
駿
農
業
協
 

同
組
合
、
商
工
会
役
職
員
の
ほ
か
 

、
茶
専
門
家
、
地
域
づ
く
り
ア
ド
 

バ
イ
ザ
ー
等
の
幅
広
い
参
画
を
得
 

て
、
素
材
で
あ
る
茶
の
調
査
、
開
 

発
分
野
の
絞
り
込
み
、
商
品
開
発
 

、
商
品
の
販
路
や
利
活
用
の
検
討
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
一
回
部
 

会
は
八
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
 

ら
、
な
ん
と
か
製
品
化
を
め
ざ
し
 

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意
 

見
ご
要
望
等
商
工
会
へ
お
寄
せ
下
 

さ
い
。
　
　
 

講師 望月氏と熱心な聴講者 講師 望月氏と熱心な聴講者 
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沼
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大
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下
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美
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ん
 

助
言
者
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田
大
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芸
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学
校
教
授
 

　
　
 
　
　
卯
月
　
盛
夫
　
先
生
 

主
催
　
沼
津
市
商
工
会
 

 　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
で
都
市

デ
ザ
イ
ン
や
建
築
を
学
ん
だ
女
子

学
生
が
、
戸
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の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
了
さ
れ
、
卒
業
設
計
の
課
題
と

し
て
戸
田
の
将
来
の
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を
描
き
ま

し
た
。
 

　
戸
田
独
自
の
価
値
や
地
域
の
課

題
を
ふ
ま
え
、
景
観
や
観
光
に
夢

を
盛
り
込
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
提

案
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の

住
民
の
方
に
聴
い
て
頂
き
た
い
。
 
 

 

　
十
一
月
七
日
（
日
）
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
、
第
六
回
戸

田
さ
ん
さ
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ま
つ
り
（
産
業
祭
）

が
御
浜
岬
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
地
域
住
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と
観
光
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の
交
流
、

地
場
産
業
の
振
興
を
目
的
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年
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の
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曜
日
に
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催
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ま
す
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催
は
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農
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、
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、
観
光
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会
、
商
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等
で
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す
る
実

行
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会
（
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長
　
尾
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三
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工
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す
。

当
日
は
旧
友
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ば
」
「
み

し
ま
コ
ロ
ッ
ケ
」
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す
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す
。
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ぺ
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の
リ
ニ
ュ
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ア
ル
し
た
「
へ
だ
ト
ロ
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ぺ

ん
」
も
お
披
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目
い
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し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
当
日
は
沼
津
市
主
催
に

よ
る
エ
コ
ド
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ブ
キ
ャ
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ペ
ー

ン
が
行
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れ
ま
す
。
イ
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ト
開
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中
の
御
浜
岬
を
目
指
し
自
然
に

や
さ
し
い
ド
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。
 

　
会
場
隣
接
の
駐
車
場
は
台
数
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
満
車
の

場
合
は
臨
時
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
及
び
渡
船
を
運
航
し
ま
す
。
 

　
平
成
二
十
二
年

十
月
十
五
日
か
ら

十
二
月
二
十
五
日

（
土
日
を
含
む
）

の
期
間
中
、
沼
津

市
民
が
戸
田
へ
お

泊
り
に
来
た
場
合
、

商
工
会
共
通
商
品

券
を
贈
呈
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
宿
泊
代

の
支
払
い
に
も
使

用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
大
人
の

み
で
他
の
割
引
プ
ラ
ン
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

旅
館
　
一
人
二
千
円
　
 

民
宿
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
一
人
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
大
人
の
み
）
 

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
際
、
運
転
免
許

証
等
で
住
所
の
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

提
携
宿
泊
施
設
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

チ
ラ
シ
に
掲
載
し
致
し
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
戸
田
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
 

　
ま
た
、
同
時
企
画
と
し
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
沼
津
市
民
は

片
道
千
五
百
円
で
、
ホ
ワ
イ
ト
マ

リ
ン
2
に
ご
乗
船
出
来
ま
す
。
 

（
但
し
、
大
人
の
み
）
 

お
問
い
合
せ
 

 
沼
津
市
商
工
会
戸
田
支
所
 

　
〇
五
五
八
―
九
四
―
二
二
二
四
 

 

商工会設立50周年記念 

文化講演会 
戸
田
の
理
想
を
描
く
 

　
地
域
デ
ザ
イ
ン
発
表
会
 

 　 商工会設立50周年記念 

戸田観光誘客キャンペーン 
沼津市民限定 
 

 

第
六
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
 

Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
同
時
開
催
 

たくさんの人で賑わう物産展（昨年） たくさんの人で賑わう物産展（昨年） 

お
問
い
合
せ
・
申
込
は
戸
田
支
所
 

：  ：  ：  

：  ：  
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﹇
略
歴
・
画
歴
﹈ 

　
一
九
三
六
年
生
ま
れ
。 

　
原
在
住
。
ダ
リ
等
に
代
表
さ
　

　
れ
る
超
現
実
主
義
の
正
統
的 

　
な
継
承
画
家
。 

 

●
一
九
八
四
年
　
伊
豆
美
術
祭
　

　
池
田
二
十
世
紀
美
術
館
賞
。 

●
一
九
九
四
年
　
フ
ィ
ン
ラ
ン 

　
ド
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
駅
構
内
大 

　
個
展
。 

●
二
〇
〇
〇
年 

　
ル
ー
ブ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ア
カ
デ 

　
ミ
ー
・
国
際
芸
術
大
賞
。 

●
二
〇
〇
一
年
　
オ
ー
ス
ト
リ
　

　
ア
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
・
宮
廷 

　
芸
術
会
員
。 

●
二
〇
〇
三
年 

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
芸
術
大
賞
。 

●
二
〇
〇
四
年 

　
「
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
」
世
界
　

　
芸
術
遺
産
認
定
。 

●
二
〇
〇
六
年 

   

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ン
・
レ
イ 

   

ン
大
勲
章
。 

●
二
〇
〇
七
年 

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
　

　
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
ベ
ル
　 

　
リ
ン
・
日
独
芸
術
交
流
大
賞
。 

●
二
〇
〇
八
年 

　
日
印
芸
術
幻
想
伝
・
栄
冠
大
賞
。 

●
二
〇
〇
八
年 

　
日
仏
交
流
一
五
〇
周
年
記
念
　

　
パ
リ
・
エ
リ
ゼ
宮
殿
推
薦 

　
作
家
・
金
杯
。 

●
二
〇
〇
九
年
　
ビ
ブ
ロ
ス
ト
誌 

　
国
際
芸
術
家
大
賞
。 

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
受
賞
多
数 

　
昭
和
三
十
五
年
に
誕
生
し
た
旧
 

原
町
商
工
会
・
旧
戸
田
村
商
工
会
 

が
変
遷
を
経
て
、
沼
津
市
商
工
会
 

と
な
り
本
年
五
十
年
の
節
目
を
迎
 

え
ま
す
。
半
世
紀
に
渡
っ
て
地
元
 

経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
 

　
昭
和
三
十
五
年
と
言
え
ば
、
池
 

田
内
閣
が
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
 

」
を
打
ち
出
し
日
本
が
高
度
経
済

成
長
へ
の
道
を
歩
み
出
し
、
そ
の

後
驚
異
的
に
成
長
し
た
出
発
点
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
済
成
長
と

と
も
に
全
国
各
地
に
、
相
次
い
で

商
工
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
社
会
の
「
空
気
」
に
合
わ
せ
て
 

走
っ
て
い
れ
ば
、
み
ん
な
が
豊
か
 

に
な
れ
た
時
代
か
ら
、
二
十
一
世
 

紀
に
入
り
、
成
長
が
な
か
な
か
困
 

難
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
少
子
 

高
齢
化
と
経
済
が
低
迷
す
る
半
世
 

紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
。
今
一
度
 

「
地
域
活
性
化
の
大
き
な
源
泉
は
、
 

地
元
企
業
の
元
気
」
と
捉
え
る
事
 

が
必
要
で
す
。
下
半
期
に
目
白
押
 

し
の
沼
津
市
商
工
会
五
十
周
年
記
 

念
行
事
を
商
工
会
全
体
で
盛
り
上
 

げ
て
い
き
た
い
。
　
　
　
Ｔ
・
Ｍ
 

　
十
一
月
三
日
文
化
の
日
、
第
二

回
ふ
る
さ
と
産
業
祭
が
原
地
区
セ

ン
タ
ー
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
ふ
る
さ
と
産
業
祭
は
、
地
域

の
皆
様
に
地
元
の
商
工
業
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会

と
す
る
た
め
、
物
産
の
展
示
及
び

即
売
、
会
員
企
業
の
紹
介
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。
 

　
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
十
時

の
J
A
原
産
直
市
を
ス
タ
ー
ト
に
、

十
一
時
か
ら
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
綿
菓
子
の
実
演
を
行

な
い
ま
す
が
小
学
生
ま
で
無
料
で

す
。
昨
年
大
好
評
で
し
た
落
花
生

の
シ
ャ
ベ
ル
す
く
い
も
行
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
 

　
展
示
即
売
部
門
で
は
、
原
浮
島

地
域
の
物
産
展
示
と
即
売
、
戸
田

の
海
産
物
の
直
売
、
工
業
製
品
の

展
示
、
耐
震
相
談
等
多
彩
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
沼
津
市
商
工
会
五
十

周
年
の
記
念
植
樹
も
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
J
R
の
さ
わ
や
か
ウ

ォ
ー
ク
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
産
業
祭
は
沼
津
市
、

原
・
浮
島
連
合
自
治
会
等
の
後
援

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
御

誘
い
合
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。
 

　
十
月
十
九
日（
火
）か
ら
二
十
五
日（
月
）ま
で
の
 

七
日
間
、
松
坂
屋
静
岡
店
本
館
八
階
大
催
事
場
に
て
、
 

静
岡
県
商
工
会
連
合
会
主
催
の
「
ふ
じ
の
く
に
輝
く
 

名
産
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

 
商
工
会
法
施
行
五
〇
周
年
を
記

念
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
に
、
県
下
商
工
会
地
域
か
ら

八
〇
を
超
え
る
事
業
所
、
商
工
会

が
出
展
し
自
慢
の
逸
品
を
展
示
・

即
売
し
ま
す
。
 

人
気
で
品
薄
な
あ
の
商
品
も
！
 

 
沼
津
市
商
工
会
も
原
支
所
か
ら

お
茶
の
興
国

園
・
フ
ラ
ン

ド
ル
松
屋
が
、

戸
田
支
所
か

ら
お
く
だ
荘
 

・
へ
だ
ト
ロ

は
ん
ぺ
ん
の

実
演
・
へ
だ

た
ち
ば
な
酒
 

・
戸
田
塩
が

出
展
し
ま
す

の
で
、
静
岡

に
お
立
ち
寄

り
の
際
に
は

是
非
、
松
坂

屋
静
岡
店
の

八
階
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
 

い
。
 

経
営
指
導
員
だ
よ
り
 

第
二
回
ふ
る
さ
と
産
業
祭
 

商
工
会
法
施
行
五
〇
周
年
記
念
　
 

「
ふ
じ
の
く
に
輝
く
名
産
フ
ェ
ア
」
開
催
 

横
井
　
弼 

『
炎
暑
の
虫
』 

　
神
無
川
の
そ
ば
の
小
さ
な
岡
に

虫
達
が
元
気
に
生
き
延
び
て
い
た
 

　
　
虫
達
が
言
っ
た
。
 

「
い
や
は
や
、
今
年
の
夏
は
猛
暑
 

酷
暑
が
続
き
、
ロ
シ
ア
の
旱
魃
が

そ
の
ま
ゝ
西
か
ら
襲
っ
て
来
て
、

こ
の
日
本
に
到
来
し
た
様
な
感
じ

で
あ
っ
た
。
」
･
･
･
･
と
。
 

　
「
世
界
的
な
異
常
気
象
の
最
中
、

答
え
は
地
球
温
暖
化
と
言
う
決
ま

っ
た
常
用
漢
字
し
か
出
て
こ
な
い

ね
ェ
〜
」
と
も
言
っ
た
。
 

　
何
か
も
っ
と
不
訶
思
議
な
現
象

が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
。
 

　
旧
約
聖
書
の
預
言
書
の
数
々
、

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
解
読
の
第
一
人

者
＝
ヴ
ラ
イ
ク
・
イ
オ
ネ
ス
ク
氏

の
本
な
ど
を
読
み
、
絵
と
共
に
少

し
は
預
言
が
理
解
で
き
る
様
に
な

っ
た
。
　
　
し
か
し
、
絵
描
き
と

し
て
こ
ん
な
に
辛
い
作
業
は
本
当

に
疲
れ
る
。
 

　
　
「
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
も
誰
も

拾
っ
て
く
れ
な
い
ぞ
ォ
〜
」
と
キ

リ
ギ
リ
ス
が
言
っ
た
。
馬
追
い
は

何
を
追
い
払
お
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
･
･
･
･
 

ど
う
な
る
の
か
解
ら
な
い
時
代
に

ど
の
様
に
生
き
る
か
、
心
し
て
一

人
一
人
が
考
え
る
時
代
と
な
っ
た
。

　
　
云
々
。
 

10月の行事予定 

地
元
原
か
ら
、世
界
に
発
信
す
る 

　
超
現
実
主
義
の
画
家
を
紹
介 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

クラブ奉仕を通じて地域への貢献を 

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム 

五
〇
周
年
記
念
行
事
 

　10月   5日  第３回理事会 
　　    19日  「第2期坂本塾」開塾式・第1講 
　　　　　   商工会法施行50周年記念静岡県大会（グランシップ） 
　　　          商工会法施行50周年記念物産展 
　              （１０／１９～２５静岡松坂屋） 
　　    28日  「第2期坂本塾」第2講 
原支所 
　  10月12日  合同役員会 
　　     13日  ふるさと産業祭実行委員会 
戸田支所 
　 10月 3日  部田神社祭典 
　　 　  7日  業者検便（食品衛生協会） 
　  　 12日  戸田地域デザイン発表会 

か
ん
な
 

よ
こ
　
い
 

た
す
く
 

き
ぐ
 

ひ
で
り
 

さ
な
か
 


